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円と接線と幾何平均 

 

 下の図の四角形ＡＢＣＤは１辺の長さが６㎝の正方形で，辺ＣＤを２等分する点をＥとします。ＣＥを半

径とする四分円の弧と，頂点Ｂを通る直線が接する点をＦとし，ＢＦの延長線が辺ＣＤと交わる点をＧとし

ます。ＦＧを半径とするおうぎ形の弧とＣＦの延長線が交わる点をＨとします。このとき，影をつけたアと

イの部分の面積の差を求めなさい。円周率は３.１４とします。 
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円と接線と幾何平均 ２.１４５㎝２ 

 

 ＢＧは点Ｆにおいて点Ｃを中心とする半径３㎝のおうぎ形の弧と接するので，図①のようにＢＧとＣＦは

垂直に交わります。あみ目で示した直角三角形ＢＣＦにおいて，ＢＣ：ＣＦ＝６：３＝２：１であり，影を

つけた直角三角形ＣＧＦは直角三角形ＢＣＦと相似であることから，ＦＧ：ＣＧ：ＢＧ＝①：②：④となり

ます。ここで，①：３＝３：③であることから，①×③＝３×３＝９となります。 

 次に，図②のようにウの部分を定めて，ア＋ウの部分とイ＋ウの部分の面積をそれぞれ求めます。 

○ア＋ウ…①×③÷２＝９÷２＝４.５（㎝２） 

○イ＋ウ…①×①×３.１４×
１

４
＝（９÷３）×３.１４×

１

４
＝２.３５５（㎝２） 

アとイの部分の面積の差は，以上の差を求めればよいので，４.５－２.３５５＝２.１４５（㎝２）です。 

 

   図①              図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：ｂ＝ｂ：ｃのとき，ｂをａとｃの「幾何平均」といいます。この問題では，ＦＣ＝３㎝が 

①と③の幾何平均になっています。 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 
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